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一ボンブラック表面の状態の効果等を検討せんとする方

法である．この方法によれば単なる液相吸着法に比して

バウンドラバーの生成量ははるかに多く，また温度等の

正確な規制も可能となり，ゴム中に配合されたカーボン

ブラックの挙動を研究するモデル的な手段として興味あ

るものと思われる．

§6あ　と　が　き

　以上述べたのはカーボンブラックについての現在まで

の研究の中で特に吸着操作に関係あるものを抜葦したも

のであるが，これらはカーボンブラックに関する全体の

研究の一部分に過ぎない．多数の特許によって紹介され

ている製造研究は別としても，物性研究に関してこのほ

かに多種多様な報文が発表されている．前述のようにカ

ーボンブラックの最大の需要はゴム補強用であるが，そ

の補強作用についてもまだ完全に解明されたとはいえず

むしろ不明の点が多いというべきである．カーボンブラ

ック工業は巨大な自動車工業と結びついてほとんど全面

的に米国で発展してきた．しかし日本では道路事情が先

進諸国と異なることもあって，カーボンブラックに要求

される性質も米国とはやや異なる点もある．戦後急激な

伸びをみせた日本の自動車工業はさらに飛躍的に発展し

ようとしており，また印刷インキ工業その他の発展にも

見るべきものがある．カーボンブラック工業もこれらと

平行して発展せねばならぬものであり，そのために今後

さらに突込んだ研究の必要が痛感される．　（1960．7．1）
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